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As part of an Aichi University of the Arts project called “Artistic Outreach Activities in 
Hospitals,” a questionnaire survey was conducted in the summer of 2017 in 323 hospitals 
registered in Aichi Prefecture. The surveys were sent by post, and the response rate was 48%.
The purpose of this survey was to determine the actual practices related to artistic activities 
in these medical environments. 
The results indicate that 54% of the hospitals provide some kind of artistic outreach 
activities, while others are unable to do so because of inadequate human resources and/or a 
lack of knowledge about the arts.
In order to improve the hospital environment for patients, the potential for developing 
artistic activities in Aichi’s hospitals should be investigated.
愛知県内の病院における芸術アウトリーチ活動
――アンケートによる実態調査の報告――
Results of a Questionnaire Survey on












































県内 323 の全病院（ベッド数 20 床以上）を対象とした。
４．調査の方法
　調査票（付録参照）は 2017 年 7 月に郵送し 8 月末を締め切りとした。質問事項は①芸術活動全般、
②音楽、③美術（絵画、彫刻など美術作品の展示）、④その他芸術（アーティストとの参加型創作活動、
工作教室、ダンス、パントマイム等）、⑤統一的な質問に分けられる。
　2017 年 8 月末日時点で未回答の病院に対しては回答を督促して 9 月 15 日時点で集計した結果、
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155 の病院から回答が得られ、回収率が 48% と比較的高いものとなった。この回収率の高さの背景
には先に触れたように愛知県庁医療計画福祉課及び愛知県病院協会の協力が寄与したと思われる。
５．集計結果











した病院の 3/4」に比べると少ないが、その理由として以下の 2 点が考えられる：




　実施状況としての芸術活動の種類としてはグラフ 1 にある通り、音楽が 73 院と最も多く、美術
が同様に 59 院、その他芸術が 23 院の順である。
　また実施状況の内訳で見るとグラフ 2 の通り、音楽のみが 26 院、美術のみが 13 院、その他芸術
のみという病院も 1 院あるが、音楽と美術の両方行っている病院も 26 院と多い。3 分野すべて行っ
ているところも 19 院ある。














　「院内演奏会の対象者」（グラフ 5）を問う（複数回答可）と、入院患者対象が 70 院、外来患者が








いて 1 台が最も多く 13 院、2 台という病院も 6
院あった。
グラフ 3. 発案者（音楽） グラフ 4. 運営（音楽）
グラフ 5. 対象（音楽）

































は 6％であった。いずれも未実施が 79% である。つまり、主体的にその芸術活動の品質管理もしつつ、
患者のために QOL 向上に役立つ芸術活動を運営するという姿勢を持つ余裕のある病院はあまりない
ということであろう。
　「次の芸術活動を行う予定があるか」（グラフ 10）を問うと 81% の病院ですでに予定を決めている。
非常に高い数値であり、従来から芸術活動を行っている病院では、計画的に次も企画されているこ












てもある」が 10 院、「ある」が 18 院あった（グ
ラフ 11）。また「経費による」というところも 8 院あり、病院として金は出したくないが愛知県立
芸術大学が費用も持ってくれるなら検討してもよい、というところもあった。「とてもある」と「ある」
と「経費による」の病院を足し合わせるとこの設問に回答した 73 院の中で 36 院と約半分が愛知県
立芸術大学の病院アウトリーチに少なくとも関心を示していることになる。「とてもある」と「ある」











入院患者対象が 50 院、外来患者が 48 院、医師・






























































































て問うと「とてもある」が 1 病院、「ある」が 3
病院あった。また「経費による」というところも
1 病院あった。「とてもある」と「ある」の病院の
合計数 4 を県全体の 323 を母数として率を出す




















































































































第 16 号（2015）、57-71 頁にまとめている。
ⅲ　津上智実「地域社会における音楽の活用について : 阪神間の病院における院内音楽活動アンケートの報告」『神戸女学院大学論




平成 29年 7月 25日（火） 
病院での芸術活動に関するアンケート調査 
ご回答は 2017年 8月 31日（木）までにお願いいたします。 









1．院長  2．医師  3．看護師  4．病院職員 5．患者サービス委員会 6．その他（     ） 
 
Ｑ３．運営を担っている部署名をお教えください 
1．総務部等（名称：      ）  2．患者サービス委員会  3．外部の芸術団体に委託   
4．外部の個人アマチュア 5．登録された院内ボランティア  6．その他（         ） 
 
Ｑ４．どのような方を対象にした音楽活動でしょうか？（複数回答可） 
1．入院患者 2．外来患者 3．地域住民 4．医師・看護師・病院職員 5．その他（        ） 
 
Ｑ５．貴病院にピアノはありますか？ 
1．有（①アップライト（  ）台、②グランドピアノ(  ）台、電子ピアノ（  ）台） 2．無 
 
Ｑ６．その音楽活動はどのような方がされていますか？  
1．プロのアーティスト  2．アマチュア（ボランティア）  3．芸術系ＮＰＯ法人 
4．芸術系大学  5．その他（                           ） 
Ｑ７．その音楽活動がプロにより行われた場合、アーティストのお名前をお教え下さい。  
（                                         ） 
Ｑ８．演奏はどこで行われますか？  
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1．アンケートと評価を実施  2．アンケートのみ実施 3．いずれも未実施  4．その他（       ） 
 
Ｑ１０．次の音楽活動を行う予定はありますか？  
1．有 実施予定時期とその概要（                           ）2．無 
 
Ｑ１１．愛知県立芸術大学では当プロジェクトで病院での演奏企画をしていますがご興味はありますか？ 
1．とてもある  2．ある  3．どちらとも言えない  4．あまりない  5．経費による 
コメント欄（                                         ） 
１-②〈美術〉例：美術作品（絵画、彫刻など）の展示 
Ｑ１２．その美術活動はどなたの発案で始められたものですか？ 
1．院長  2．医師  3．看護師  4．病院職員 5．患者サービス委員会 6．その他（     ） 
 
Ｑ１３．運営を担っている部署名をお教えください 
1．総務部等（名称：            ）  2．患者サービス委員会 
3．外部の芸術団体に委託 4．登録された院内ボランティア  5．その他（               ） 
 
Ｑ１４．どのような方を対象にした美術活動でしょうか？（複数回答可） 
1．入院患者 2．外来患者 3．医師・看護師・病院職員 4．その他（        ）5．不明  
 
Ｑ１５．その美術活動はどのような方がされていますか？  
1．プロのアーティスト  2．アマチュア（ボランティア）  3．芸術系ＮＰＯ法人 
4．芸術系大学  5．その他（                           ） 
 
Ｑ１６．その美術活動がプロにより行われた場合、アーティストのお名前をお教え下さい。 
（                                         ） 
Ｑ１７．展示はどこで行われますか？  
1．病院ロビー等のオープン空間 2．講堂等の閉じられた空間 3．病棟プレイルーム 4．病室 




1．アンケートと評価を実施  2．アンケートのみ実施 3．いずれも未実施  4．その他（       ） 
 
Ｑ１９．今後、新たな美術活動について計画されているご予定はありますか？ 




（                                         ） 
Ｑ２１．その芸術活動はどなたの発案で始められたものですか？ 






1．総務部等（名称：      ）  2．患者サービス委員会  3．外部の芸術団体に委託   
4．外部の個人アマチュア 5．登録された院内ボランティア  6．その他（         ） 
 
Ｑ２３．どのような方を対象にした芸術活動でしょうか？（複数回答可） 
1．入院患者 2．外来患者 3．地域住民 4．医師・看護師・病院職員 5．その他（        ） 
 
Ｑ２４．その芸術活動はどのような方がされていますか？ 
1．プロのアーティスト  2．アマチュア（ボランティア）  3．芸術系ＮＰＯ 
4．芸術系大学  5．その他（                           ） 
 
Ｑ２５．その芸術活動がプロにより行われた場合、アーティストのお名前をお教え下さい。 
（                                         ） 
Ｑ２６．その芸術活動はどこで行われますか？  
1．病院ロビー等のオープン空間 2．講堂等の閉じられた空間 3．病棟プレイルーム 4．病室 




1．アンケートと評価を実施  2．アンケートのみ実施 3．いずれも未実施  4．その他（       ） 
 
Ｑ２８．今後、新たな芸術活動等について計画されているご予定はありますか？ 
1．有 実施予定時期とその概要（                               ）2．無 
Ｑ２９．愛知県立芸術大学の当プロジェクトの授業では美術の大学院生も受講していますが、院生とのワー
クショップなどにご興味はありますか？ 
1．とてもある  2．ある  3．どちらとも言えない  4．あまりない  5．経費による 
コメント欄 
（                                         ） 
 
Ｑ３０．これまでに実施した芸術活動で難しかったことは何でしょうか。 
 （             ） 
Ｑ３１．これまでに芸術活動を実施してこなかった理由はどのようなことでしょうか。 
1．経費が掛かる 2．担当が多忙 3．何をすればよいか分からない 4．その他（            ） 
 
【自由記述欄】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
アンケートへご協力いただき、ありがとうございました。 
愛知県内の病院における芸術アウトリーチ活動 ――アンケートによる実態調査の報告――
209
愛知県立芸術大学紀要　No.48（2018）
210
